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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ガス状の炭化水素が石油から分離され、そしてプロセスにおけるガス圧力の制御できな
い増加からの過剰ガスまたは残余ガスが、プラントのプロセス弁または安全弁を通して排
出され、補集ライン（９）に導入される石油製造プラント（１）であって、
　過剰ガスまたは残余ガスが補集ライン（９）を介して一つ以上の貯槽（２）に導かれ、
そして接続ラインまたは戻りライン（１１，３）が、貯槽（２）から、戻されまたは集め
られた流体を処理するためのプロセスまたは他の処理ユニットへと接続されることによっ
てフレアを避けることを特徴とする石油製造プラント。
【請求項２】
　貯槽が、プロセスプラントの上流の原油または粗製品貯槽（２）を含むことを特徴とす
る請求項１に記載の石油製造プラント。
【請求項３】
　戻りライン（１１）が粗製品貯槽のガス領域に接続され、そして補集ライン（９）を介
して貯槽（２）に加えられる流体からの凝縮ガスおよび液状物が粗製品ライン（３）を介
してプロセスに戻されることを特徴とする請求項１に記載の石油製造プラント。
【請求項４】
　ファンまたはコンプレッサー（１２）が、戻りライン（１１）に接続して配置されてい
ることを特徴とする請求項３に記載の石油製造プラント。
【発明の詳細な説明】
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【０００１】
　本発明は、ガス状の炭化水素が石油から分離され、そしてプロセスにおけるガス圧力の
制御できない増加からの過剰ガスまたは残余ガスが、プロセスプラントのプロセス弁また
は安全弁を通して排出され、補集ラインに導入される石油製造プラントに関する。
【０００２】
　プロセスプラントという表現は、単に炭化水素ガスが石油から分離される石油製造プラ
ントのみでなく、安全上、経済性および環境上から最適に扱わなければならない、燃焼性
ガスが内部で生成する、精製プラント及びあらゆる種類の機器またはプラントをも意味す
る。
【０００３】
　プロセスプラント、例えば石油製造プラントにおいては、通常非常に多数の分離器、コ
ンプレッサーおよび／またはその他のプロセス機器があり、それらはプロセスパイプライ
ンシステム中で、弁、圧力調整器、温度調整器、およびその他の構成要素に接続されてお
り、これらは所定の状況で機能せず、漏れやコントロールできない圧力の増加等に至るこ
とがある。従って、プラントは、圧力調整弁、安全弁および排出弁の形で集積した安全シ
ステムを有しており、これらは更に大気中で燃焼または大気中に放出する火炎部（フレア
）に移すために補集ラインに接続され、過剰ガスまたは残余ガスが補集ラインに導かれて
いる。火炎燃焼との関係では、火炎部（フレア）で最小限の火炎が維持されるように、通
常燃焼ガスが連続的に補集ラインに加えられる。燃焼させることなしに大気中に放出する
場合、通常不活性ガスが爆発を防ぐために加えられる。
【０００４】
　英国特許出願第2066936号には、炭化水素の形の過剰ガスが回収される石油精製プラン
トが記載されている。過剰ガスは、フレアラインシステムから分離され、１段階または多
段階の圧縮と冷却によって濃縮される。凝縮物はプロセスに戻される。しかし、残余ガス
はフレア塔に導かれ、燃焼される。
　東ドイツ特許明細書第266006号は、異なった組成の数個の供給源からの燃焼性ガスを二
つの主な流れに統合するプラントに言及している。ガスは、その熱量の値の測定に基づい
て混合物を調節するコンピューターを使って統合される。ガスはフレア塔で燃焼される。
【０００５】
　更に、ノルウエー特許第177161号は、石油／ガス処理プラントからの過剰ガスの回収の
方法を記載しており、ここでは過剰ガスは補集ラインに集められ、回収される一方、異常
な圧力上昇（吹き出し）に関連した非常事態で放出されるガスはフレア塔で燃焼されるた
めに分岐ラインにつながれている。
【０００６】
　上述の公知の解決方法の全てにおいて、フレアがプロセスプラントからの過剰ガスまた
は残余ガスの全部または一部を燃やすために使用される。しかし、フレアの使用は以下の
いくつかの不利な点を伴う：
　－フレア（フレア塔）の建設は、それ自身が非常に高価であり、プロセスプラントに要
する全コストのうちのかなりの部分を占める。
　－過剰ガスの燃焼や放出は、とりわけＣＯ２と炭化水素ガスが温室効果に影響するので
、環境上の問題が存在する。
　－過剰ガスまたは流体は、それ自身で価値があり、環境中で燃やされまたは放出される
ときは直接的な経済的ロスとなる。
【０００７】
　本発明は、石油製造プラントにおいて、かかる欠点を除いた、即ちフレアを無くして全
ての過剰ガスと残余ガスを処理し、リサイクルする装置を記載する。
　本発明は、過剰ガスまたは残余ガスが補集ラインを通して一つ以上の貯槽に導かれ、そ
して接続ラインまたは戻りラインが、貯槽から、戻されまたは集められた流体を処理する
ためのプロセスまたは他の処理ユニットへと接続されることによってフレアを避けること
を特徴とするものである。
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　クレーム２と３は、本発明の有利な特徴を記載している。
【０００８】
　本発明を、以下に実施例によって、そして添付の図によって更に詳しく記載する。
　上述のように、図１は従来の石油製造プラントの単純化したプロセスダイアグラムであ
り、ここではフレア塔が過剰ガスを燃焼させるために使用されている。粗製品または原油
は、一つ以上の原油貯槽２からライン３を介してプロセス１に送入される。プロセスそれ
自身は、コンプレッサーとコンデンサー（図示せず）を有する数個のプロセスステージか
らなり、石油からガス状の炭化水素を分離し、それらをプロセス製品として、例えば、ラ
イン４，５を介して適当な製品貯槽１３へ移送するように設計されている。
【０００９】
　このような石油製造プラントは、導入部で既に述べたように、機器や構成要素、例えば
、弁、圧力調整器及び温度調整器を含み、これらは機能せず、漏れや圧力の増加等に至る
ことがある。従って、このプラントは、排出弁６（ＢＤＶ）、圧力調整弁７（ＰＶ）およ
び安全弁８（ＰＳＶ）を備えており、運転停止に関連して、また予測できない漏れや圧力
の増加が起こった時に、流体（ガス）を逃がすことができるように設計されている。これ
らの流体は補集ライン９で集められ、大気中で燃焼または大気中に放出するためにフレア
塔１０に導かれる。後者の場合、不活性ガスが不活性ガス供給源（図示せず）からライン
１４を介して加えられる。
【００１０】
　図２は、本発明にしたがった解決法の単純化したプロセスダイアグラムを示す。プロセ
スは、図１に示し、既に述べたものと同じであるが、しかしフレア塔が取り除かれ、流体
は補集ライン９で集められ、プロセスプラントの上流の貯槽２に戻される。
　貯槽２に集められた過剰ガスは、便宜上、再使用のためのガスとしてライン１１を介し
てプロセスに戻すことができる。もしそのような条件になっていれば、ガスのうちのいく
らかは低圧力貯槽２の中で凝縮する。この凝縮したガスと流体からの液状物は、便宜上粗
製品ライン３を介してプロセスに戻すことができる。低い圧力を発生させ、貯槽２の容量
を増加させるために、ファンまたはコンプレッサー１２も戻りライン１１に接続して配置
することができる。本発明が決められた安全範囲内で作動することができるためには比較
的大きな貯槽容量が必要である、ということを強調すべきである。そのような容積は通常
は全ての主な原油プラントに存在している。
【００１１】
　しかし、請求項に記載されているように、本発明が、過剰ガスまたは流体が貯槽に導か
れなければならない解決法だけに限定されないことも強調すべきである。別の貯槽、例え
ば過剰ガスが導入される別の貯槽を設けることも可能である。更に、集められたガスまた
は流体（液状物）はプロセスに戻さなければならないのではなく、もう一つの別の処理ユ
ニット（図示せず）に導いてもよい。更に、プラントが運転中でない時に貯槽２をプロセ
スから分離するために、調節弁１５を補集ライン９に接続するべきである。更に、調節弁
１５が開かなかった場合のために、過剰圧力保護装置１７を調節弁と並列に配置すべきで
ある。調節弁１５と過剰圧力保護装置１７のメンテナンスができるように、手動の停止弁
（切換弁）１７を使用すべきである。
【００１２】
　本発明は、公知の解決法に比べて非常に多数の利点を有するプロセスプラントに関する
解決法を示す：
　－機器類と関連したフレア塔の使用を完全になくすことにより、プロセスプラントの建
設に関する投資金額とメンテナンスコストを著しく低くできる。
　－火炎（フレア）の使用を止めることによって、環境的に有害な炭化水素ガス、ＣＯ２

、およびＮＯＸガスの放出が避けられる。同時に、パイロット炎にガスを追加する必要が
なく、過剰ガスがプロセスに戻されて“再使用”されるので、大きな節約が達成できる。
　－フレア塔の建設が必要ないので、外観的に美しくない構造のフレア塔が避けることが
できる。更に、フレア塔の使用に伴って発生する美しくない火炎、大きな雑音、および煙
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もまた避けることができる。
　－更に、なかでも、解放された火炎の使用をなくし、増加した過剰圧力の除去がより少
なくなるので、本発明はより改良された安全性を提供する。
【００１３】
【図面の簡単な説明】
【図１】　図１は、フレア塔を有する従来の石油製造プラントの単純化したプロセスダイ
アグラムである。
【図２】　図２は、フレア塔を有しない本発明による石油製造プラントの単純化したプロ
セスダイアグラムである。

【図１】 【図２】
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